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研究成果概要 
 昨年度同様，SK-Gd プロジェクトに使用する硫酸ガドリニウムに含まれる，ウラン・

トリウムの定量を主に行った．硫酸ガドリニウム中のウラン，トリウムは，それぞれ 400 
ppt, 13 ppt 未満である必要がある．これら極微量のウラン・トリウムを定量するに当た

り，樹脂（UTIVA）を用いて測定元素の濃縮を行う技術を確立した[1]. この方法を用い

て，納入された製品の分析を行い，18 トン分について，この基準を満足するものである

ことを確認した． 
 また，極稀な事象を取り扱う地下実験においては，ウラン・トリウムに加え，ラジウム

も放射性バックグラウンドの源の 1 つであり，この極微量分析も非常に興味が持たれる．

従来はろ過によって水溶液中のラジウムを樹脂に吸着させていたが，本研究ではポンプ

を使用する事で，操作の簡便性と測定感度を高めることに成功した．この手法は，SK-
Gd に使用する硫酸ガドリニウムでも応用された． 
 更に，本研究では，水溶液のみならず，樹脂や結晶中の放射性元素を高感度で測定可能

とすべく，基礎的な開発・研究を行った．これまでのところ，プラスチック樹脂を灰化

し，ICP 質量分析器でウラン・トリウムの定量を行う際の検量線と回収率の測定に成功

し，この手法が有効であるとの結果を得ており，今後の展開が期待される． 
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